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ち
が
東
北
で
の
災
害
公
営
住

宅
の
支
援
に
対
し
て
皆
口
を

そ
ろ
え
て
話
し
た
言
葉
だ
。
住

民
た
ち
と
の
丁
寧
な
か
か
わ

り
を
重
ね
て
い
っ
た
支
援
員

た
ち
が
今
後
も
住
民
の
生
活

を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

た
取
り
組
み
は
ぜ
ひ
東
北
で
も

実
践
し
て
ほ
し
い
活
動
だ
と
感

じ
る
。
ま
た
、「
仮
設
住
宅
か

ら
復
興
公
営
住
宅
へ
移
っ
て
か

ら
は
、
一
度
も
訪
ね
る
こ
と
が

で
き
ず
、
住
民
に
つ
ら
い
思
い

を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
東
北
で

は
繰
り
返
さ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
、
話
し
て
く
れ
た
当
時
の
支

援
員
も
い
た
。
こ
う
し
た
言
葉

も
、
私
た
ち
は
胸
に
留
め
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

「
今
活
動
し
て
い
る
支
援
員

た
ち
を
、
災
害
公
営
住
宅
の
支

援
員
と
し
て
継
続
し
て
雇
用

す
べ
き
だ
」
こ
れ
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
の
支
援
者
た

と
な
い
と
で
は
、
活
動
に
大

き
な
差
が
出
る
だ
ろ
う
。
こ

の
こ
と
へ
の
解
決
方
法
と
し

て
あ
が
っ
た
の
は
、
本
人
も

含
め
た
情
報
共
有
の
場
の
設

置
だ
。
仮
設
住
宅
で
の
生
活

の
様
子
や
伝
え
た
い
こ
と
な

ど
、
仮
設
住
宅
で
の
支
援
員

か
ら
新
た
な
支
援
員
に
引
き

継
ぎ
を
す
る
こ
と
は
、
一
か

ら
関
係
を
築
い
て
い
く
な
か

で
の
重
要
な
土
台
と
な
る
。

そ
し
て
そ
の
場
に
本
人
も
同

席
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

分
の
ど
う
い
っ
た
情
報
が
伝

わ
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
本
人
も
安
心
で

き
る
の
だ
。

仮
設
住
宅
で
の
支
援
員
に
悩

み
を
打
ち
明
け
る
、
と
い
っ
た

例
が
あ
る
よ
う
に
、
住
民
に

と
っ
て
仮
設
住
宅
で
築
い
た
関

係
は
重
要
な
も
の
。
そ
れ
は
支

援
員
と
だ
け
で
は
な
く
、
住
民

同
士
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は

そ
う
い
っ
た
関
係
が
途
絶
え
な

い
よ
う
、
仮
設
住
宅
の
同
窓
会

を
し
た
の
だ
と
い
う
。
そ
う
し

菅

営
住
宅
に
つ
い
て
の
必
要
な

情
報
を
必
要
な
住
民
に
伝
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
居
へ

の
安
心
感
を
も
た
ら
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
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仮
に
今
後
建
設
さ
れ
る
災

害
公
営
住
宅
に
支
援
員
が
配

置
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

必
ず
し
も
仮
設
住
宅
で
関
係

を
築
い
た
支
援
員
に
な
る
と

は
限
ら
な
い
。
出
会
っ
た
ば

か
り
の
人
に
、
す
ぐ
に
は
心

を
開
け
な
い
も
の
。
支
援
員

自
身
も
住
民
の
情
報
が
あ
る

�y
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身体的・精神的な面で支援が必要な
住民に対しては、災害公営住宅に転居
先の関係者たちとしっかりと引き継
ぎをすることがたいせつです。

当時 ・ 西 宮 市 名 塩 仮 設 住 宅
専 任 民 生 ・ 児 童 委 員

赤石 貞子さん
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どの災害公営住宅へ入居の申し込みをすればいいか、住民たちはすごく迷うと思い
ます。迷って当たり前なんです。転居にあたりどんなことが不安なのかを個別に伺っ
たうえで、お答えすることがたいせつです。また、仮設住宅に住んでいる人たちが
1 番気になるのは、転居した住民たちの生活です。転居先での暮らしをお伝えする
ことも、住民たちにとって必要な情報なのだと思います。
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日時：2013 年 12 月 21 日（土）
入場料：無料
会場：仙台市太白区文化センター（楽

ら ら ら

楽楽ホール）
主催：特定非営利活動法人
　　　全国コミュニティライフサポートセンター

当時・兵庫県明石市地域保健福祉推進室  室長

岡本 弘志さん

｢東日本大震災・おらいの地
ま ち

域の元気興し　第１回いがす大賞｣ 	Z	Ô	��G�7	B��
お 知 ら せ

日程
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で
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
予
防
や
改
善
の
対
策

を
考
え
る
時
に
、
大
事
な
視
点

で
す
。

Ｑ
：
認
知
症
の
よ
う
な
症
状
も

出
る
の
で
す
ね
？

生
活
不
活
発
病
に
は
表
に
あ

げ
た
よ
う
に
大
き
く
分
け
て
、

I.
全
身
に
影
響
す
る
も
の
、

Ⅱ.
体
の
一
部
に
起
こ
る
も

の
、
Ⅲ.
精
神
や
神
経
の
働
き

に
起
こ
る
も
の
、
の
3
種
類

が
あ
り
ま
す
。

Ⅱ
の
体
の
一
部
分
の
も
の
だ

け
を
考
え
が
ち
で
す
が
、
実
は

Ⅰ
の
心
臓
や
肺
の
機
能
低
下
に

よ
る
疲
れ
易
さ
、
Ⅲ
の
う
つ
傾

向
や
知
的
活
動
低
下
（
一
見
認

知
症
の
よ
う
に
見
え
る
）
も
重

要
で
す
。

Ｑ
：生
活
動
作
の
不
自
由
さ
は
、

本
人
や
家
族
で
も
気
づ
き
ま
す

ね
？ そ

う
で
す
。
で
す
か
ら
、
前

号
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
住
民

の
方
々
自
身
に
生
活
不
活
発
病

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

事
な
の
で
す
。

Ｑ
：
生
活
不
活
発
病
の
症
状
の

特
徴
は
？

生
活
不
活
発
病
で
は
体
や
頭

や
心
の
働
き
（「
心
身
機
能
」

と
い
い
ま
す
）
の
あ
ら
ゆ
る
機

能
が
低
下
し
ま
す
。

表
１
に
主
な
も
の
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
と
て
も
全
部
は
あ

げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

特
徴
と
し
て
大
事
な
の
は
、

表
に
あ
げ
た
よ
う
な
一
つ
ひ
と

つ
の
心
身
機
能
低
下
の
症
状
が

目
立
つ
前
に
、
歩
い
た
り
、
立

ち
上
が
っ
た
り
、
階
段
の
昇
り

降
り
な
ど
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
動
作（
日
常
生
活
上
の
動
作
）

の
困
難
や
、
疲
れ
や
す
さ
が
起

こ
っ
て
く
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
普
通
の
病
気
と
大
き
く
違
い

ま
す
。

Ｑ
：
生
活
動
作
の
困
難
が
最
初

に
で
る
の
は
な
ぜ
？

生
活
動
作
は
、
多
く
の
心
身

機
能
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
ひ
と
つ
の
心
身
機
能
の

低
下
は
僅
か
で
も
、
多
く
の
も

の
が
同
時
に
低
下
す
る
の
で
、

「
か
け
算
」（
相
乗
効
果
）
で
、

動
作
の
困
難
が
早
く
か
ら
起
っ

て
く
る
の
で
す
。

Ｑ
：
歩
行
困
難
も
、
足
の
筋
力

低
下
だ
け
が
問
題
で
は
な
い
の

で
す
ね
？

そ
の
通
り
で
す
。
筋
力
だ
け

で
な
く
、
心
臓
や
呼
吸
機
能
、

平
衡
（
バ
ラ
ン
ス
）
な
ど
の
、

広
い
範
囲
の
心
身
機
能
低
下
の

「
か
け
算
」
と
し
て
、「
歩
行
の

低
下
（
歩
行
困
難
）」
が
起
こ

る
の
で
す
。

全
身
の
機
能
低
下
で
生
活
動

作
が
困
難
に
な
る
の
で
す
か

ら
、
何
か
一
つ
の
心
身
機
能
が

原
因
だ
と
短
絡
的
に
考
え
な
い

①
生
活
が
不
活
発
に
な
っ
て
、

②
生
活
動
作
の
不
自
由
が
出

　
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
こ
と
が
早
期
発
見

の
決
め
手
で
す
。

防ごう! 生活不活発病
第4回　発見は生活動作の困難から

大川 弥生（おおかわ やよい）
国 立 長 寿 医 療 研 究 セ ン タ ー 部 長 　 医 師

[ プロフィール ]　宮城県生活不活発病予
防アドバイザー。新潟県中越地震以来、
各種災害で現地活動や実態把握を実施。
東日本大震災でも発生直後から現在まで、
行政への助言指導から住民への指導まで、
幅広い支援活動を継続中。生活不活発病
研究の第一人者。現在、厚労省社会保障
審議会生活機能分類専門委員会委員長。
中央防災会議専門委員等を歴任

新刊『「動かない」と人は病む ～
生活不活発病とは何か～』（講談
社現代新書） 定価：７６０円（税込）

I. 全身に影響するもの

表 １ ． 心 身 機 能 に あ ら わ れ る 生 活 不 活 発 病 の さ ま ざ ま な 症 状

・心臓のはたらきの低下
・呼吸のはたらきの低下
・起立性低血圧（血圧調節機能低下）
・胃腸のはたらきの低下
　　ａ . 食欲不振
　　ｂ . 便秘
・疲れやすさ など など など

・関節の動きの制限（拘縮）
・筋力低下・筋萎縮
・骨萎縮
・床ずれ（褥瘡）
・静脈血栓症→肺塞栓症

・知的活動低下
・感情が鈍くなる
・周囲への無関心
・「うつ」状態
・平衡機能低下

Ⅱ . 体の一部に起こるもの
Ⅲ . 精神・神経のはたらきに

起こるもの
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宮城県サポートセンター支援事務所
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階
TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

 サポートセンター行脚
宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

支援目標をどこに置くか？　これは、平時および被災者への個別
支援でも、地域支援でもとても重要なことであると思っています。
たとえば、個別支援で言うと、安否確認、元気で過ごされているか、
体調を悪くしていないか？　生活に支障をきたしていないか？　な
ど、いわば安心、安全の確保が支援目標とされている場合、訪問に
よる支援の視点も、把握する課題も、その点に照らして問題はない
かどうか？　ということになります。次に、人とのつながりや友だ
ち、地域社会との関係性の支援を支援目標とすれば、その点に照ら
しての視点でかかわり、課題を引き出し、支援を考えることになり
ます。さらに、その人の生きがいや役割づくりを支援目標にした場
合、その人の過去の経験や趣味、今の関心ごとにも視点をもって聴
き出し、その人の思いが少しでも叶うような支援を行うことになり
ます。
訪問して、特に変わったことがなく「問題なし」と見えることで
も、支援目標のレベルを少し上げたところで見直すと、違った課題
が明らかになります。仮設住宅での生活が長引くなか、震災前には
畑仕事や老人会のお世話をし、得意な漬け物をつくって近所におす

そ分けしていた人が、なにもすることがなく次第に身体が弱り、気
持ちも落ち込み、部屋に閉じこもりがちといった場合、安否確認の
支援では特に問題がないため放置されがちですが、心身の機能低下
や孤立、生きがい喪失という大きな問題状況が見えます。
生きがいや役割づくりを本人と一緒に考え、つくり出すことがで
きれば、心も身体も元気になっていきます。支援目標をできる限り
高く設定し、可能な範囲でその人の願いを実現できるよう、本人の
力を引き出すように支援すると、ストレスが溜まりやすい仮設住宅
の生活も生きがいのある、楽しいものになると思います。
今一度、各センターの支援目標や各支援員さんの抱いている支援
目標を見直してみてはいかがでしょう？　支援する側にも、安否確
認中心の役割では得られないやりがいが生まれてくるのではないで
しょうか。

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

サポートセンターでは、さまざまな支援者、専門家と連携し
て活動しています。今回はその一人を紹介しましょう。
Ｉ市の仮設住宅に隣接する診療所の若きＭＳＷのEさんは、
仕事に情熱をもって働いています。そして、認知症高齢者の
権利擁護において極めて重要である「成年後見制度」の社会
化（必要な人が地域で安心して使えること）を目指しています。
被災地でこの制度利用が進んでいません。成年後見制度は、
認知症の高齢者が自ら利用に向けてアクションを起こすとい
うものではなく、家族や支援者などが必要性に気づいてこそ
制度利用につながります。また、専門性を必要とする相談対
応が多く、地域での相談支援体制づくりが求められます。
Ｅさんは、Ｉ市で成年後見制度の仕組みが機能していない
状況について悩んでいました。「地元の支援者間で制度利用の
促進に向けた連携を」と熱く説く姿は凛としていました。な
にから取りかかるべきか相談を受けましたので、「地域で同じ
思いをもつ多様な人財とつながることから始めよう」と助言
しました。
成年後見制度には、利用しやすい仕かけづくりが必須です。

制度利用につなげる役割の支援者たちの連携が欠かせません
が、それが思いのほかすすみません。意地悪な私は、「地元が
動かないと手伝わない」と言ってしまい、少々後悔していま
す。若いＥさんへの地元関係者の反応は、好意的なものだけ
ではなかったはずです。Ｅさんに伝えたい。成年後見制度を
回す仕かけをつくろうと思った瞬間から、Ｅさんの思いは一
歩叶う、と。時間や労力がかかろうとも、実現のために動き
出したＥさんを止めることのできる人はいない。このことを、
きちんと向かい合って伝えることを私は忘れていました。
このような仕組みづくりに取り組んでいる他地域では、必
ずと言ってよいほど実りある状況ができつつあります。地域
の実情に沿って、確実に理解者を広げていくことこそが、実
現に向けての王道です。制度は行政主体で利用するものでは
なく、Ｅさんたちのような地道な活動がつくり出すものだと
確信しています。被災者支援と復興後を見据えた活動をサ
ポートしていくことも、私の役割と思っています。若い人に
触発されるのは、なによりも老化防止につながります。では、
また！

浜上章からのメッセージ（ひとりごと）は、被災地にかかわるなかで日々思い、感じたことを思いつくまま表現し、書いたものです。
サポーターの皆さんに少しでもお役に立つことがあればうれしいです。

支援目標の設定を考える②
ひとりごと

宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

サポーターのあなたへ！

［プロフィール］鳥取県生まれ。兵庫県川西市、兵庫県と大阪府の社会福祉協議会
で地域福祉活動の推進や個別支援に携わる。気仙沼市社協災害ボランティアセン
ターの支援に関わったことが縁で、2012 年 4 月より宮城県サポートセンター支援
事務所アドバイザーとして、サポーターの研修等支援にあたっている。

分野別研修Ｉ
震災後の子ども・家族へのサポートと支援における「つなぎ方」について学ぶ

【石巻会場】
8 月 23 日（金）石巻市ささえあい総括センター
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「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？
お知り合いの方へのプレゼントにもご利用ください。

●購読会員　年3,600円（年12 回、送料込み）

●支援会員　１口 3,600円（年12 回、送料込み）
ご指定いただいた先へ、それぞれ年 12 回お送りします。指定がない
場合は、編集部が選定する被災都道府県・市町村の被災者の生活支援
担当課、または社会福祉協議会のほか、全国に避難する被災者を支援
する都道府県、市町村の被災者の生活支援課または社会福祉協議会に
送付いたします。

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認
次第、情報紙を発送いたします。

＜お振込先＞　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、
①お届け先の住所と②何号からの購読申込みか、支援会員の方は③
希望する送付先のあて名、または ④「指定なし」と記入してください。

 購読者を募集しています！

バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）か
ら震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

☆次号予告　特集「伝える」

編 集 後 記
子どもたちの笑顔でいっぱいだった今回の取材。「私も子どもがほしいなぁ」そんな夢が膨ら
みました。しかし現実は27 歳・独身女子…。まずは婚活からですね。情報紙の感想とともに、
未来の旦那様も募集中です　　（菅原）

読 者 の 声

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc-japan.com

11 号を読んで…
・知っている場所が載っていたので、うれしくなりました。記事を読んで、た
くさん元気をもらっています。（仙台市・H さん）
・私の地域にも災害公営住宅が建設される予定です。私１人じゃなにもできな
いと思っていたけど、もしかしたらできることもあるんじゃないか、できる
ことはやりたい、そう感じました。（石巻市・I さん）

生きがい仕事

それぞれの仕事がもつ意味

閖
ゆりあげ

上の記憶
宮城県名取市

8
　
「
そ
の
日
は
中
学
３
年
生
だ
っ
た
長

女
の
卒
業
式
に
参
列
し
て
い
ま
し
た
」

当
時
13
歳
だ
っ
た
息
子
の
公
太
く
ん
を

津
波
で
亡
く
し
た
丹
野
祐
子
さ
ん
は
、

と
き
に
笑
顔
を
交
え
な
が
ら
自
身
の
被

災
体
験
を
話
す
。
震
災
後
、
宮
城
県
名

取
市
の
閖
上
中
学
校
前
に
建
て
ら
れ
た

プ
レ
ハ
ブ
小
屋「
閖
上
の
記
憶
」は
、今
、

語
り
部
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

　

丹
野
さ
ん
の
閖
上
へ
の
思
い
は
複
雑

だ
。「
娘
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
閖
上

に
戻
っ
て
住
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
通
う
こ
と
は
で
き
ま
す
」。
震
災

後
、
閖
上
が
更
地
に
な
り
、
風
化
も
進

む
な
か
、
丹
野
さ
ん
は
か
つ
て
こ
の
ま

ち
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
生
き
て
い
た

こ
と
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
毎
日
の
よ

う
に
訪
れ
て
い
る
。約
30
分
の
語
り
は
、

公
民
館
の
二
階
で
孤
立
し
、
一
夜
を
明

か
し
た
体
験
が
、
爆
発
す
る
ガ
ス
ボ
ン

ベ
や
「
助
け
て
」
と
い
う
人
々
の
声
と

と
も
に
語
ら
れ
る
。

　

一
年
前
に
語
り
部
を
始
め
た
頃
は
、

震
災
の
風
化
を
食
い
止
め
る
た
め
に
か

た
く
な
に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
活

動
を
続
け
る
な
か
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
も
、
当
時
の
自
分
に
と
っ
て
他

人
ご
と
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
こ
と

に
思
い
当
た
る
。「『
忘
れ
な
い
で
』

と
い
う
の
で
は
申
し
訳
な
い
な
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。
今
は
自
分
の
た

め
に
し
ゃ
べ
れ
ば
い
い
、
聞
い
て
く

れ
る
人
の
な
か
に
、『
忘
れ
な
い
よ
』

と
言
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
い

い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

語
り
部
の
場
に
は
、
海
外
か
ら
の

訪
問
者
も
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

来
た
留
学
生
が
「
世
界
は
海
と
空
で

つ
な
が
っ
て
い
る
の
。
私
の
場
所
で

起
き
た
こ
と
な
の
」
と
言
っ
て
い
た

こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
「
原
爆
ド
ー
ム
や
ひ
め
ゆ
り
の
塔

の
前
で
語
り
部
を
し
て
い
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
い
う
丹
野
さ
ん
。
語

り
部
の
場
は
、
被
災
地
と
そ
れ
以
外

の
場
所
を
つ
な
ぐ
以
上
に
、
素
の
自

分
に
な
れ
る
場
所
に
な
っ
て
い
た
。

震災の日、一緒に避難した愛犬のサラちゃんと

参加無料。５、６人による持ち回り。
毎週日曜日開催

♥

Writter　矢田海里

宮城県
名取市


